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はじめに

透析膜の溶質透過性向上に伴い、透析液中のＥＴ（ｴﾝﾄﾞﾄｷｼﾝ）が血液
側へ侵入することで、長期透析患者の合併症に関与することが知られて
いる。2010年4月厚生労働省が定めた透析液水質確保加算は、臨床工
学技士の透析業務に多大な影響をもたらし、この制定によって、透析液
清浄化に関する意識がさらに高まった。

目 的

当院では、従来透析装置の洗浄に塩素系薬剤（ECO-200）6回/週、酢酸
系薬剤（ｻﾝﾌﾘｰL）2回/週で実施してきた。 今回、多人数用透析液供給装
置、透析用監視装置から透析液を採取しＥＴと細菌数を評価し、中村ら※の
報告に鑑み当院においても2010年6月より塩素系薬剤（ECO-200）と過酢
酸系洗浄剤（Sanacide-EP）の単剤隔日交互洗浄に変更したので報告する。

中村ら
※

：三樹会 吉野・三宅ステーションクリニック



方法

200倍希釈の塩素系薬剤（ECO-200）と50倍希釈の過酢酸系洗浄剤
（Sanacide-EP）の単剤隔日交互洗浄に変更し評価した。

評価項目

ET（ｴﾝﾄﾞｽﾍﾟｰｼｰ法）

電導度（表示ﾓﾆﾀｰ）

パックテスト（ H2O2ﾊﾟｯｸﾃｽﾄ）共立理化学研究所

細菌数 ｼｰﾄﾁｪｯｸＴＭ-R2A

（Ｒ2Ａ培地 20～30℃ 7日間培養 ｻﾝﾌﾟﾙ１ml ﾆﾌﾟﾛ社）
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細菌-R2A培地 サンプル量１ml 室温25℃ 一週間静置
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「塩素系薬剤（ECO-200）6回/週＋酢酸系薬剤（ｻﾝﾌﾘｰL）2回/週」 か
ら「塩素系薬剤（ECO-200）＋過酢酸系洗浄剤（Sanacide-EP）」の単剤
隔日交互洗浄に変更し、ＥＴ、細菌数が低減した。

過酸化水素（パックテストH2O2）による水洗性は30分間で残留濃 度が

検出感度以下であった。送液では10分間で濃度上昇し一定となった。

洗浄による電導度（表示ﾓﾆﾀｰ）は変化がなかった。

防錆効果については使用期間が短いこともあって変化が見られなかっ
た。

洗浄工程時間が200分/週、尐なくなったことでコスト面の削減に繋がっ
た。

結 果



塩素系薬剤（ECO-200）と過酢酸系洗浄剤（Sanacide-EP）の単剤隔日

交互洗浄に変更し良好な結果を得ることが出来た。過酢酸系洗浄剤を

併用することにより、バイオフィルム等の除去効果に有効であると考えら

れた。防錆については、長期的な金属部材の腐食などについて経過観

察が必要であると思われた。また、今後はRO水タンク洗浄と併せて検討

していきたい。塩素系薬剤（ECO-200）と過酢酸系洗浄剤（Sanacide-EP）

の単剤隔日交互洗浄は洗浄効果、コスト面において有用であると思われ

る。

結 語


